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　　人口の動き

一7月1日現在一

男4，944（一3）

女5，028（＋2）

計9，972（一1）
世帯数2，355（一1）

　　（）前月比較
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今
年
も
交
通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
七
月
、
八
月
、
九

月
の
一
二
か
月
間
に
わ
た
り
、
県
内
全
市
町
村
が
、

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
．

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
は
、
夏
休
み
な
ど
を
利

用
し
て
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
る
方
が
多
く
、
交

通
量
が
急
増
し
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ
に
よ
る
疲

労
か
ら
か
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
．

　
初
日
の
七
月
一
日
に
は
、
十
日
町
市
役
所
の

駐
車
場
へ
、
郡
市
内
か
ら
二
千
人
ほ
ど
の
人
が

集
ま
り
、
「
飲
酒
運
転
追
放
・
交
通
事
故
半
減

総
決
起
集
会
」
で
交
通
安
全
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
市
内
パ
レ
ー
ド
は
、
一
二
万
二
千
人
余
り
が

署
名
し
た
交
通
安
全
旗
を
掲
げ
、
県
警
の
カ
ラ

ー
ガ
ー
ズ
を
先
頭
に
整
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
川
西
町
内
で
は
、
各
地
区
で
交
通
安
全
協
会

が
中
心
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
趣
向
の
大
会
を

開
き
、
無
事
故
を
願
っ
て
い
ま
す
．
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酷
齢
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第
四
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
二
十
四
、
二
十

五
の
一
百
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
一
般
会
計
補
正

予
算
の
審
議
な
ど
の
ほ
か
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質

問
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
二
十
四
日
に
は
、
千
手
婦
人
学
級
の
人
た
ち
が
熱

心
に
議
会
を
傍
聴
し
て
い
ま
し
た
。
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⇔
承
認
さ
れ
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も
の

口
　
0

n
目
0

o
図［自

・ク騨

　
庚
塚
運
動
場
に
照
明
が
付
き
ま
す
。

完
成
期
限
は
九
月
八
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
工
事
は
十
日
町
市
の
大
島
電
気
が

行
い
ま
す
が
、
請
負
金
額
は
四
千
三
百

万
円
で
す
。

　
照
明
塔
は
野
球
場
に
四
基
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
二
基
建
て
ら
れ
ま
す
。

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
号
）

　
庚
塚
運
動
場
照
明
施
設
工
事
を
早
急

に
実
施
す
る
必
要
か
ら
の
補
正
で
す
。

　
六
千
七
百
六
十
九
万
七
千
円
の
追
加

の
内
訳
は
、
照
明
施
設
の
設
計
と
工
事

費
に
四
千
六
百
十
万
円
、
予
備
費
に
二

千
百
五
十
九
万
七
千
円
の
補
正
と
な
っ

っ
て
い
ま
す
。

⇔
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
条
例
関
係

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
保
険
料
の
賦
課
額
の
限
度
を
一
万
円

引
き
上
げ
二
十
七
万
円
に
し
た
こ
と
な

ど
で
す
。

▽
歯
科
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
十
日
町
市
に
あ
っ
た
出
張
歯
科
診
療

所
は
六
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
じ
ま
し
た
。

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

圭
月
…
一
口

願

　
　
次
の
二
件
の
請
願
が
採
択
さ
れ
、
議

　
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

⇔
新
潟
県
地
域
包
括
最
低
賃
金
の
早
期

　
　
改
訂
に
関
す
る
請
願

　
●
請
願
事
項
　
①
最
低
賃
金
制
度
が
中

　
小
労
働
者
の
最
低
生
計
費
を
確
保
す
る

〆
た
め
の
社
会
保
障
で
あ
り
、
最
低
労
働

〆　
ノ

基
準
で
あ
る
以
上
、
消
費
者
物
価
や
賃

金
水
準
の
変
動
、
社
会
的
給
付
の
改
善

な
ど
と
連
動
し
て
早
期
に
改
訂
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
②
新
潟
県
地
域
包
括
最

低
賃
金
の
改
訂
額
は
、
月
額
八
万
円

（
月
二
十
五
日
労
働
、
一
日
七
時
間
労
働
）

に
す
る
よ
う
努
力
願
い
た
い
…
…
。

⇔
五
十
七
年
産
米
政
府
買
入
価
格
、
食

　
料
．
農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
、
米

　
穀
政
策
の
確
立
に
関
す
る
請
願

●
請
願
事
項
①
五
十
七
年
産
米
の
政

府
買
入
価
格
等
に
つ
い
て
i
政
府
買

入
価
格
は
現
行
よ
り
四
・
三
七
パ
ー
セ

ン
ト
引
き
上
げ
る
こ
と
（
六
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
一
万
八
千
二
百
五
十
一
円
）
。

自
主
流
通
米
に
か
か
わ
る
各
種
奨
励
措

置
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
…
…
。
②
食

料
．
農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
米
穀
政

策
の
確
立
に
つ
い
て
…
…
。

※
い
ず
れ
も
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
・
　
　
駄
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≧

≧
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≧
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・
多
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≧
・
≧
ぐ
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そ
、
ク
￥
～
き
5
シ
多
そ
ク
ぞ
き
突
、

部
改
正

　
「
不
具
廃
疾
者
」
を
「
重
度
障
害
者
」

に
改
め
た
な
ど
で
す
。

　
ほ
か
に
農
業
共
済
条
例
（
蚕
繭
共
済

金
）
、
屋
外
体
育
施
設
条
例
（
照
明
施

設
使
用
料
）
、
町
職
員
の
勤
務
時
間
に

関
す
る
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。

醗　　　　　　　　、叢　灘熱．嚢き　灘

千手婦人学級の人たちが傍聴

◎
予
算
関
係

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
二
号
）

　
千
四
百
五
十
万
円
を
減
額
し
て
、
総

額
は
二
十
七
億
五
千
十
九
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
か
し

わ
荘
移
転
改
築
負
担
金
の
百
四
十
二
万

八
千
円
と
、
予
備
費
を
二
千
二
百
二
万

五
千
円
減
額
し
た
の
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

▽
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
営
業
収
益
を
二
百
四
十
五
万
円
増
や

し
て
い
ま
す
。
ま
た
営
業
費
用
も
二
百

三
十
八
万
八
千
円
増
や
し
ま
し
た
。

「
講
勧
き
に
は
序
く
↓

協
こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

声
鞭
講
麗
讐

　
　
て
経
済
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
人
を
、

　
　
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
助
け
合

　
　
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
加
入
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料

　
　
を
拠
出
し
て
、
万
一
の
事
故
な
ど
が

　
こ
の
ほ
か
、
町
過
疎
地
域
振
興
計
画

（
変
更
）
の
策
定
、
第
九
次
道
路
整
備

五
か
年
計
画
の
策
定
に
関
す
る
決
議
な

ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
、

起
き
た
と
き
に
、
生
活
の
支
え
と
し

て
年
金
を
受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
次
の
七
種
類
の

給
付
が
あ
り
ま
す
。

◆
老
齢
年
金
　
　
二
十
五
年
以
上

（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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地
場
産
業
の
育
成
を

⇔
上
村
広
治
議
員

　
働
く
場
所
の
少
な
い
こ
と
が
過
疎
の

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は

企
業
誘
致
に
努
力
し
、
町
民
の
働
く
場

所
も
広
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
織
物

の
不
況
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
町
に
も

の
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
際
こ
そ
地

場
産
業
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
川
西
町
で
も
、
も
っ
と
養
蚕
業
を
奨

励
し
た
ら
ど
う
か
。
シ
ル
ク
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
構
想
に
加
入
で
き
る
最
低
の
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
目
標
に
、
　
「
米
十
養
蚕
」

を
入
れ
て
い
け
る
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
水
田
転
作
に
よ
る
シ
ロ
ウ
リ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
が
塩
蔵
加
工
さ

れ
、
漬
物
メ
ー
カ
ー
ヘ
出
荷
さ
れ
て
い

る
。
農
協
で
取
り
扱
っ
た
五
十
六
年
度

の
塩
蔵
野
菜
は
千
六
十
七
ト
ン
に
も
及

ん
で
い
る
。
こ
の
塩
蔵
野
菜
を
さ
ら
に

二
次
加
工
し
、
漬
物
な
ど
と
し
て
出
荷

で
き
る
設
備
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
根
津
町
長

　
町
行
政
の
す
べ
て
の
施
策
を
過
疎
対

策
に
結
び
つ
け
、
人
口
流
出
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
誘
致
し
た
工
場
へ

勤
め
て
い
る
人
は
男
百
十
人
、
女
三
百

十
八
人
、
計
四
百
二
十
八
人
で
あ
る
。

　
絹
織
物
は
厳
し
い
現
状
に
あ
り
、
そ

れ
に
つ
な
が
る
養
蚕
の
振
興
も
た
い
へ

ん
で
あ
る
。
シ
ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
ヘ

の
事
業
参
加
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

か
調
査
し
た
が
、
こ
の
構
想
に
熱
意
を

示
し
て
く
れ
る
人
は
な
く
、
川
西
町
と

と
し
て
は
計
画
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

　
漬
物
工
場
を
作
り
、
二
次
加
工
を
し

て
販
売
す
る
に
は
膨
大
な
資
金
と
販
売

網
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。
む
し
ろ
、

今
ま
で
ど
お
り
に
第
一
次
加
工
の
み
の

農
協
の
経
営
方
針
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
地
域
の
中
に
あ
る
資
源
を
フ
ル
に
活

用
し
、
独
自
の
産
物
を
作
る
内
的
開
発

は
重
要
で
あ
り
、
常
に
そ
う
い
っ
た
発

想
を
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

　
徴
収
金
被
害
保
険
が
必
要

く
⑨
戸
田
哲
次
議
員

　
町
に
は
嘱
託
員
の
受
け
持
ち
区
域
ご

と
に
納
税
組
合
が
あ
り
、
税
金
や
各
種

掛
け
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

　
毎
月
多
額
の
徴
収
金
を
数
日
間
自
宅

に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
そ
の
間
に
火
災
や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合
は
、
個
人
的
に
責
任
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。

　
集
金
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
責
任
を

遂
行
で
き
る
よ
う
に
、
町
当
局
は
徴
収

金
の
保
険
制
度
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
根
津
町
長

　
徴
収
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

農
協
へ
令
書
を
送
っ
て
預
金
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
納
税
組

合
長
、
あ
る
い
は
会
計
係
、
嘱
託
員
な

ど
が
集
金
を
し
、
信
組
や
役
場
に
納
め

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
長
い
間
の
慣
習
に
よ
り
、
集
金
者
と

納
入
者
が
お
互
い
に
信
用
し
あ
い
な
が

ら
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
徴
収
成
績
を

上
げ
て
く
だ
さ
る
。

　
民
間
保
険
会
社
に
「
現
金
動
産
総
合

保
険
制
度
」
が
あ
る
の
で
、
七
月
徴
収

金
か
ら
加
入
し
、
安
心
し
て
集
金
事
務

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
。

入
札
問
題
調
査
会
の
目
的
は

◇
戸
田
専
治
議
員

　
中
学
校
改
築
工
事
入
札
談
合
疑
惑
に

つ
い
て
　
①
町
長
は
六
月
一
日
に
入
札

業
者
を
呼
び
談
合
の
有
無
を
調
べ
た
か
。

　
入
札
問
題
調
査
会
に
つ
い
て
　
①
調

査
会
の
設
置
目
的
、
設
置
期
間
、
構
成

員
、
運
営
方
法
。
②
入
札
に
当
た
り
不

正
あ
り
と
し
た
場
合
の
措
置
。
③
予
定

価
格
が
漏
れ
た
と
い
う
事
実
が
判
明
し

た
場
合
の
措
置
。

◇
根
津
町
長

　
こ
の
問
題
で
町
の
名
誉
を
傷
つ
け
た

こ
と
に
対
し
、
お
わ
び
し
た
い
。
今
後

は
疑
惑
が
持
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

そ
の
事
実
を
調
査
し
慎
重
に
対
処
す
る
。

　
談
合
疑
惑
に
つ
い
て
①
一
日
に
は

呼
び
出
し
は
し
て
い
な
い
。

　
調
査
会
に
つ
い
て
　
①
目
的
旺
談
合

の
有
無
の
調
査
、
価
格
漏
れ
の
調
査
、

入
札
制
度
の
見
直
し
、
期
間
”
お
お
む

ね
一
か
月
（
六
月
三
日
に
設
置
）
、
構

成
員
”
収
入
役
、
教
育
長
、
総
務
課
長
、

建
設
課
長
、
産
業
課
長
、
企
画
室
長
、

運
営
方
法
”
人
・
議
性
。
②
指
名
停
止
、

相
当
の
期
間
指
名
取
り
消
し
な
ど
。
③

地
方
公
務
員
法
に
よ
っ
て
厳
正
に
処
置
。

べれ
た
人
は
、
そ
の
人
の
生
年
月
日
に

応
じ
、
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮

さ
れ
て
い
ま
す
）
保
険
料
を
納
め
た

人
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
。

◆
通
算
老
齢
年
金
ー
他
の
制
度
の

加
入
期
間
と
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年

以
上
（
老
齢
年
金
と
同
じ
短
縮
制
度

が
あ
り
ま
す
）
あ
る
人
が
六
十
五
歳

に
達
し
た
と
き
。

◆
障
害
年
金
ー
一
定
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人
が
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
。

◆
母
子
年
金
－
一
定
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
妻
が
夫
と
死
別
し
、
十

八
歳
未
満
の
子
を
抱
え
て
い
る
と
き
。

◆
準
母
子
年
金
－
一
定
の
保
険
料

を
納
め
て
い
る
祖
母
や
姉
が
、
男
の

子
、
父
な
ど
と
死
別
し
た
と
き
に
、

十
八
歳
未
満
の
孫
や
弟
妹
を
抱
え
て

い
る
と
き
。

◆
遺
児
年
金
ー
十
八
歳
未
満
の
子

が
一
定
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
父

ま
た
は
母
と
死
別
し
、
遺
児
と
な
っ

た
と
き
。

◆
寡
婦
年
金
ー
i
老
齢
年
金
を
受
け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
夫
が
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た

場
合
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
の
間
支
給
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
に
事
故

が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
と
き
に
自
動
的
に
支
給
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
年
金
を
受
け
る

権
利
の
あ
る
人
た
ち
の
請
求
に
基
づ

い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
へ
。

碑鍬
金
黙

年婦寡

老齢年金

諏偽
や
飾

　
’
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
・
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
萎
‘
　
　
雑

　
　
　
　
　
　
民

　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
金

　
　
　
年

　
　
　
害

　
b
　
，

　
　
　
　

　
　
　
璽
　
　
￥
★

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
脅

金年児
h

遺金年子母準

母子年金

㌔O

仰

特児老
摺童齢
ノし

童扶福
扶養祉
養
手手年
当当金

受
給
　と

現
況
届

　
老
齢
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、

そ
れ
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
い

が
八
月
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
支
払
い
時
は
、
年
一
回
の
現

況
届
の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　
年
金
を
受
領
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま
証

書
を
係
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
証

書
の
提
出
の
な
い
方
は
、
次
回
か
ら
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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　　ノノ

明
る
し、

社
ム本
■■

町
民
会
議
総
会
の
ま
な
ざ
し

は
一
一
口云

一
人
一
人
の
思
い
や
り
か
ら

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
月
間
で
す
。

　
次
代
を
担
う
少
年
た
ち
を
非
行
か
ら
守
り
、
更
生
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、

家
庭
・
学
校
・
職
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が
協
力
し
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
い
せ
つ
な
問
題
で
す
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
　
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防

止
と
更
生
の
援
助
」
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
小
さ
な
親
切
」
で

丁　
　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を

攣
r
月
胃
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

　
　
れ
た
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
は
、

　
　
活
発
な
議
論
で
終
始
し
ま
し
た
。

　
　
　
町
民
会
議
は
、
昨
年
の
七
月
に
心
身

　
　
と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る

　
　
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
個
人
会
員
が
千
百
八
十
一
人
、

団
体
会
員
が
一
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
七
年
度
の
事
業
と
し
て
、
小
さ

な
親
切
運
動
に
よ
っ
て
、
住
民
の
連
帯

感
を
深
め
、
青
少
年
育
成
を
進
め
る
こ

と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
十
日
町
市
教
育
委
員
長

の
小
林
由
弘
先
生
か
ら
、
　
「
私
た
ち
は

子
供
に
と
っ
て
何
を
な
す
べ
き
か
」
と

い
う
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
社
明
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

　
七
月
一
日
か
ら
一
二
十
一
日
ま
で
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
催
し

で
、
今
年
で
三
十
二
回
を
数
え
ま
す
。

　
最
近
の
犯
罪
の
傾
向
は
低
年
齢
層
化

し
、
非
行
の
発
生
状
況
も
都
市
型
が
し

だ
い
に
地
方
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま

田

に
ご
協
力
を

長
栄
さ
ん
（
保
護
司
）

す
。
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
願
う
こ
と
は
だ
れ
し
も
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
と
、

前
述
の
事
態
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
は

も
う
一
団
体
で
対
処
し
得
る
状
況
を
は

る
か
に
超
え
た
問
題
で
、
住
民
一
人
一

人
が
こ
う
し
た
運
動
に
参
加
す
る
心
構

え
で
、
身
辺
の
犯
罪
や
非
行
の
芽
を
摘

み
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
運
動
の
期
間
中
に
、
皆
さ
ん
の

こ
の
よ
う
な
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
募
金
を
行

い
ま
す
。
一
戸
当
た
り
百
五
十
円
程
度

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
費
用
は

県
の
保
護
観
察
協
会
に
送
ら
れ
、
犯
罪

予
防
と
非
行
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
犯
罪
、
非
行

の
防
止
、
明
る
い
環
境
を
築
く
た
め
の

活
動
に
も
役
立
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

高
原
田
部
落
・
高
橋
利
一
、
清
水
儀

七
（
下
平
新
田
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
乍
恐
書
付
を
以
申
上
候
御
事
－
坪

山
、
霜
条
、
高
原
田
三
ヵ
村
柴
山
の

出
入
り
ー
（
一
六
七
六
）
・
建
議
－

中
野
村
・
千
手
町
村
の
合
併
1
（
一

九
〇
一
）
・
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

－
庄
屋
死
亡
に
つ
き
後
役
の
願
い
ー

（
一
八
六
九
）
・
乍
恐
以
書
付
奉
願

上
候
－
用
水
堤
御
普
請
の
願
い
ー

（
一
七
九
〇
）

　
以
上
総
数
四
四
一
件
（
六
月
末
日
）

も
っ
と

　
　
資
料
が
欲
し
い

　
中
仙
田
の
南
雲
乙
蔵
さ
ん
が
、
近

世
後
半
の
宗
門
人
別
帳
や
御
用
留
と

一
緒
に
、
北
越
戊
辰
戦
争
の
動
き
を

記
録
し
た
五
十
余
点
の
文
書
を
た
い

せ
つ
に
保
存
し
て
い
ら
れ
た
。

　
仙
田
村
の
庄
屋
宗
右
衛
門
と
、
枝

十
五
か
村
の
内
組
頭
所
、
そ
れ
に
田

戸
の
押
木
家
、
岩
瀬
、
赤
谷
の
登
坂

家
、
小
白
倉
の
田
中
家
、
室
島
の
増

田
家
な
ど
、
村
有
志
の
間
で
取
り
交

わ
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
征
討
軍
の

事
故
で
揺
れ
た
村
々
の
動
き
を
再
現

す
る
得
難
い
資
料
で
あ
る
。

　
長
岡
、
小
千
谷
方
面
の
攻
撃
に
向

か
う
征
討
軍
の
大
部
隊
が
、
千
手
、

上
野
、
橘
の
村
々
を
通
過
し
た
の
は

周
知
の
事
実
で
、
こ
の
と
き
、
道
筋

の
村
々
を
中
心
に
大
き
な
混
乱
が
起

き
た
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、
軍
隊
の

進
入
を
免
れ
た
仙
田
村
で
は
、
平
場

の
騒
ぎ
ど
こ
吹
く
風
で
平
和
な
毎
日

が
続
い
た
、
と
古
老
た
ち
は
語
り
伝

え
て
い
る
。

　
う
わ
べ
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
記
録
に
目
を
通
す

と
、
　
「
人
足
は
千
人
余
、
馬
は
百
匹

も
入
用
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
、
谷
中

か
ら
か
な
り
の
人
足
を
差
し
出
し
た

り
、
　
「
大
筒
、
雑
具
運
搬
の
義
は
と

て
も
当
村
通
行
不
仕
」
と
、
征
討
軍

の
進
入
を
断
っ
た
り
し
て
い
て
村
役

た
ち
の
苦
悩
が
わ
か
る
。

　
小
脇
の
孫
市
と
い
う
者
が
、
渋
海

川
上
流
で
官
軍
の
動
き
を
見
て
き
て

村
の
衆
に
変
事
を
知
ら
せ
る
。
室
島

か
ら
中
仙
田
の
庄
屋
へ
急
使
が
飛
び

「
高
田
勢
、
上
方
勢
追
々
押
来
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
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交通蓬塾
年今

すでに死者2人

　
六
月
末
現
在
の
十
日
町
警
察
署
管
内

で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
三
人
で

す
。
こ
の
う
ち
の
二
人
は
川
西
町
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
で
す
。

　
四
月
十
四
日
に
は
小
根
岸
の
町
道
で

自
転
車
に
乗
っ
た
十
日
町
市
の
六
十
三

歳
の
男
性
が
転
倒
し
て
死
亡
。
六
月
十

一
日
に
は
新
町
新
田
の
県
道
で
家
か
ら

飛
び
出
し
た
三
歳
の
幼
女
が
前
方
不
注

意
の
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
ま
し

た
。
　
夏
場
は
暑
さ
の
せ
い
で
気
が
ゆ
る
み

が
ち
で
す
。
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り

ま
し
ょ
・
つ
。

7月5日未明？の交通事故（国道252元町地内）
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夏
の
交
通
事
故
防
止

　
夏
期
に
な
る
と
、
夏
休
み
中
の
子
供

や
お
年
寄
り
の
戸
外
活
動
が
活
発
化
し

ま
す
。
ま
た
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付

自
転
車
の
利
用
も
増
え
ま
す
し
、
海
水

浴
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
、
お
盆
の
帰
省
に

よ
る
交
通
量
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
、
高
温
多
湿
に
よ
る
運
転
者
の
疲

労
や
里
帰
り
な
ど
に
よ
る
飲
酒
の
機
会

の
増
大
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

の
間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

目の交通事故防止運動

　7月21日～8月20日
運動の重点

①子供と老人の交通事故防止
②自動ご輪車・原動機付自転車の交通事故防止
③交通三悪など無謀運転の防止
④暴走族の追放
⑤シートベルト・ヘルメット着用の推進

触大
島
、
蒲
生
、
松
代
に
泊
り
候
、
勢

八
百
汰
に
御
座
候
」
と
第
一
報
が
入

　
　
し
っ
と
き

る
。
一
刻
ほ
ど
経
っ
て
、
　
「
官
軍
御

勅
使
の
ほ
か
御
付
添
へ
、
加
賀
、
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
わ
か

張
を
始
め
諸
侯
方
の
数
も
更
に
相
分

　もう

さ
ず

り
不
申
、
惣
軍
勢
は
数
万
騎
の
様
子
、

松
之
山
通
り
も
壱
万
や
ら
二
万
や
ら

そ
れ
　
あ
い
わ
か
　
も
う
さ
ず

夫
も
相
分
り
不
申
候
」

と
注
進
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
　
「
余
り
の
大
軍
に

　
　
　
　
　
わ
か
れ
き
た
る

尉
融
細
編
無
も
分
連
来

成
も
難
計
候
」
と
な
っ

て
急
を
出
鳳
げ
る
。

　
こ
の
情
報
が
、
御
注

進
の
と
お
り
大
ぜ
い
の

村
の
衆
に
知
ら
さ
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
仙
田

郷
十
五
か
村
は
恐
怖
に

お
の
の
い
て
収
拾
の
つ

か
な
い
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
お
ち
い
っ
た
こ
と
で
■

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
混

乱
を
恐
れ
た
庄
屋
様
ら

の
分
別
で
流
言
飛
語
が

押
さ
え
ら
れ
た
結
果
に

な
り
、
　
「
平
場
の
村
々

は
大
騒
ぎ
し
た
の
に
仙

田
村
は
平
穏
だ
っ
た
」

ま
と
め
て
お
届
け
し
た
『
会
津
戦
争

と
川
西
町
』
は
、
わ
ず
か
の
う
ち
に

一
千
部
を
売
り
つ
く
し
て
絶
版
と
な

っ
た
。
あ
の
時
点
で
は
正
確
を
期
し

た
発
刊
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
、
南
雲

家
文
書
を
始
め
、
千
手
会
所
や
星
名

家
の
記
録
帳
な
ど
、
町
史
編
さ
ん
の

と
い
う
語
り
伝
え
を
残
し
て
く
れ
た

こ
と
に
な
る
。
小
前
衆
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
村
の
平
和
と
民
心
の
安

定
に
奔
走
し
た
、
上
層
農
民
た
ち
の

慎
重
な
行
動
を
称
賛
し
た
い
。

　
三
年
前
に
、
古
老
の
言
い
伝
え
を

官軍の動きを知らせる急廻文の一枚

た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
資

料
か
ら
関
係
の
あ
る
部

分
を
拾
い
あ
げ
て
み
る

と
、
も
っ
と
載
せ
た
か

っ
た
事
実
や
、
必
ず
し

も
正
確
と
は
い
え
な
か

っ
た
記
述
が
あ
っ
た
り

し
て
、
資
料
の
収
集
に

完
ぺ
き
で
な
か
っ
た
こ

と
が
悔
ま
れ
る
。

　
こ
と
『
川
西
町
史
』

に
限
っ
て
、
こ
う
し
た

不
手
ぎ
わ
が
絶
対
に
あ

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
調

査
、
執
筆
の
段
階
に
入

っ
て
、
専
門
委
員
や
特

別
執
筆
者
の
方
々
も
編

さ
ん
に
専
心
し
て
い
ら

れ
る
。
せ
っ
か
く
で
き

る
町
史
が
、
発
刊
後
に
悔
い
や
漏
れ

落
ち
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
さ
い
、

ま
だ
眠
っ
て
い
る
資
料
や
古
文
書
を

一
点
、
一
枚
で
も
よ
け
い
に
見
せ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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3うほう川崎正子さんに

銀色有功章

献血なんと32回

　今年は空梅雨のようです。梅雨

入りしたのが6月14日、それから
7月5日現在までに雨が降った日
はわずか5日（8mm程度）でした。

　水不足のニュースがあちこちか
ら伝えられていますが、川西町は

上水道を拡張し飲み水は余裕があ

ります。それに農業用水について
も川西ダムが賄ってくれています。

　暑くなるに従い、食中毒の心配
が増してきます。十分ご注意くだ
さい。

．

欝

　
川
崎
正
子
さ
ん
（
学
校
町
）
に
、
日

本
赤
十
字
社
か
ら
銀
色
有
功
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
赤
の
事
業
を
よ
く
理
解

さ
れ
、
献
血
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
た

功
労
に
よ
る
も
の
で
す
。

”
川
崎
さ
ん
の
お
話
“

町長から手渡されました

　
「
自
分
の
健
康
状
態
を
調
べ
て
も
ら

う
た
め
に
献
血
し
て
い
た
の
が
回
を
重

ね
た
だ
け
で
す
。
今
ま
で
に
三
十
二
回

や
り
ま
し
た
が
、
一
回
も
だ
め
だ
っ
た

こ
と
が
な
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
」
。

町政ポストから

住みよい町の

エチケット

①
バ
ス
待
ち
は
心
し
て

●
キ
ャ
ン
デ
ィ
包
み
紙
の
投
げ
捨
て

●
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て

●
酔
っ
ぱ
ら
い
の
放
尿

②
ゴ
ミ
処
理
の
し
か
た

●
ビ
ニ
ー
ル
製
品
は
庭
先
で
焼
却
し
な

　
い
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

③
家
庭
菜
園
の
施
肥

●
人
ぷ
ん
、
尿
の
施
肥
は
近
所
迷
惑
も

　
考
え
て

④
横
断
歩
道
、
バ
ス
停
近
く
の
停
車

●
左
右
の
見
通
し
が
き
か
ず
た
い
へ
ん

篠
⑤
張
り
紙
は
依
頼
者
が
責
任
を
持
っ
て

●
風
や
雨
で
乱
れ
な
い
よ
う
に

●
期
限
が
き
た
ら
取
り
払
い
を
し
っ
か

　
り
と

◎
自
分
一
人
の
便
よ
り
も
、
大
ぜ
い
の

　
人
の
迷
惑
を
考
え
、
住
み
よ
い
町
の

　
た
め
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
住
み
よ
い
町
を
願
う
一
町
民

今年は明治

39年生まれ

　
七
十
七
歳
を
迎
え
た
お

年
寄
り
た
ち
を
お
祝
い
す

る
“
喜
寿
の
祝
い
”
が
、

先
月
三
十
日
に
月
見
荘
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
明
治
三
十
九

年
生
ま
れ
の
六
十
二
人

（
男
二
十
八
人
、
女
三
十

四
人
）
の
方
が
該
当
し
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
五

十
人
が
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
　
町
長
か
ら
は
、
　
「
今
度

は
米
寿
の
祝
い
を
健
康
に

注
意
し
て
、
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
迎
え
て
ほ
し
い
も
の

で
す
」
と
祝
福
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
花
笠
音
頭
や
佐
渡
お

け
さ
の
踊
り
も
出
て
、
み

ん
な
が
“
喜
寿
”
に
ご
満

悦
の
様
子
で
し
た
。

）
し
ッ
シ
マ

　
　
　
　
　
　
ノ
し
ー
求
ー
し

嬬
人
凌
禽
，

　
次
に
よ
り
第
一
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
婦
人
大
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
　
七
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

　
　
　
　
で

◆
会
場
　
総
合
体
育
館
と
川
西
中
学
校

◆
参
加
資
格
　
川
西
町
民
既
婚
婦
人
に

　
　
　
　
限
る

◆
競
技
方
法
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
ト
ー
ナ
メ

　
　
　
　
ン
ト
方
式

◆
申
込
先
　
申
込
用
紙
に
よ
り
教
育
委

　
　
　
　
員
会
社
会
教
育
課
へ

◆
申
込
締
切
　
七
月
十
三
日
（
火
）

※
詳
細
は
、
社
会
教
育
課
（
a
八
ー
二

一
六
七
　
有
線
五
五
八
六
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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予
定
納
税
を
お
忘
れ
な
く
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
●
●
　
■

　
七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

　
所
得
税
は
、
通
常
七
月
と
十
一
月
に

予
定
納
税
を
し
、
翌
年
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
確
定
申
告
で
一

年
間
の
税
額
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
定
納
税
基
準
額
が
十
万
円

よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定
納
税
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
定
納
税
第
一
期
分
の
納
税
額
は
、

該
当
の
方
に
は
、
六
月
に
税
務
署
か
ら

通
知
書
を
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
業
況
不
振
や
休
業
な
ど
で
、

今
年
の
年
税
額
が
予
定
納
税
基
準
額
よ

り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、

予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
減
額
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

七
月
十
五
日
ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の

減
額
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
さ
れ
て
い

る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

く
）
は
雇
用
保
険
へ
み
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
加
入
の
場
合
に
は
不
利
益
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
最
寄
り
の
商
工
会
で
行
え

　　　　　　　　　　　　麹　　　　　　　難麹　　　　　嚢　　　鑑

　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　鎌　　　　　　　繋
　　　　　　灘
　　　　繍　　灘耕緩

　墾欝錨麟議麟澱灘一鍛．漆簿灘懸

きの餐懸懇一馨鷺鋸灘整く馨・莚

蕎叢懸懸振無i霊裟欝の鎌纏藁灘舞

縫1繍i嬉藻懸叢難。

　窪享適鱒糠鶏灘縷灘遷総◎灘　離

後饗灘纈纏糠嚢要㈱礁萎騰灘

　鞭叢灘難灘鐡雛　i態灘譲瞼．繕

逡難鹸徽顯裟嬢麓繰i盤懸議慧鷺

　諜纏縢．難彗欝欝難漏繊霧i獺
紙墨醸欝嚢懸驚叢難講

ま
す
。
　
（
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
）

大
麻
・
け
し

　
　
発
見
し
た
ら
保
健
所
へ

　
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、

不
正
大
麻
、
け
し
撲
滅
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
、

け
し
を
発
見
し
ま
し
た
ら
十
日
町
保
健

所
（
魯
〇
二
五
七
五
ー
七
ー
二
四
〇
〇
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

強
化
米
に
よ
る
健
康
法

　
　
可
店
　
　
　
　
　
．

許
売
↓
　
　
蓼

　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
米

　
　
知
販
　
　
　
馨

　
最
近
、
厚
生
省
は
多
発
性
神
経
炎

（
脚
気
）
の
原
因
が
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

白
米
、
全
糖
飲
料
な
ど
の
偏
向
に
よ
る

津南テレビ局の

　チャンネル変更

　　　　　　　一NHK－
　N　H　K津南テレビ放送局の電波

が、7月下旬からU　H　F電波に変

わります。

　美しい映像でテレビが楽しめま
す。

●津南総合テレビ　59チャンネル

●津南教育テレビ　61チャンネル

　詳しいことは、N　H　K新潟放送

局（0252－47－3111）へ。

県消費生活センターの

テレホンサービス

奮025H7－7000

　　ア　ー　マ

消費生活相談事例

石油製品の価格動向

消費生活相談事例

金取引の悪質業者に注意

おもちゃの危害状況から

惣菜の試買テスト結果から

洗濯糊の上手な使い方

花火と安全

消費生活相談事例

月　日

7／13～15
　　　16～19

　　　20～22

　　　23～26

　　　27～29

　　　30～8／2

8／3～5

　　　　6～9

　　　10～12

情報は正午に切り替えます。

り
c
冒

“ビ
礁
瀧
簸
…

米
を
よ
り
有
効
に
利
用
す
る
に
は
、
精
㎜

米
で
失
わ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
恥
が
ど
う
し
㎜

て
も
必
要
で
す
。

　
強
化
米
は
一
グ
ラ
ム
の
中
に
ビ
タ
ミ

ン
恥
一
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
強
化
し
、

一
日
の
ビ
タ
ミ
ン
恥
必
要
量
が
摂
取
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
米
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
五
グ
ラ
ム
の
割
合

で
混
入
さ
れ
、
お
値
段
も
わ
ず
か
一
人

一
日
一
円
少
々
で
経
済
的
で
す
。

　
強
化
米
は
米
穀
登
録
販
売
店
で
お
求

め
で
き
ま
す
。

お
年
玉
賞
品

　
　
　
　
　
　
　
引
き
換
え
は

　
　
　
　
　
　
　
十
九
日
ま
で

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

き
換
え
は
、
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
引
き
換
え
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

暑
中
見
舞
い
は

絵
入
り
は
が
き
で

今
年
も
暑
中
見
舞
い
用
絵
入
り
は
が

き
を
郵
便
局
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
の
近
況
や
夏
祭
り
な
ど
の
話

題
を
添
え
た
夏
だ
よ
り
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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i繰……
i麟…妊

産
婦
の
方
の

談

克雪センターで

　人権相

牛
乳
が
特
別
価
格
で

　
国
と
県
の
牛
乳
協
会
主
催
に
よ
り
、

妊
娠
中
、
ま
た
は
一
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
が
配
達
を
受
け
て

い
る
牛
乳
は
、
一
日
一
本
（
二
百
㏄
）

に
限
り
、
通
常
価
格
の
二
十
円
引
き
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
実
施
期
間
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
利
用

で
き
る
期
間
は
妊
婦
、
産
婦
そ
れ
ぞ
れ

二
か
月
を
限
度
と
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
配
達
を
受
け
て

い
る
牛
乳
屋
さ
ん
に
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
健
康
管
理
室

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
次
の
日
程
で
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

逡
き
雛
璽
辮
難
欝
叢
）

　
　
　
繋
議
鎌
蒔
濁
鑛
繋
縫
雛
蜷
馨
懸

叢
羅
鶏
箆
懇
灘
難
饗
ー
燃
獺
愚
．

囎
談
難
鐵
講
　
灘
権
擁
護
襲
鐵
　
濾
務

　
　
　
漏
鐵
権
擁
護
孫
霞
『
『

▼
人
権
問
題
の
い
ろ
い
ろ

＊
子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

　
き
＊
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
誉
や

　
信
用
を
失
っ
た
と
き

＊
ひ
ど
い
騒
音
、
震
動
、
悪
臭
、
ば
い

　
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
き

＊
家
庭
問
題
、
金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
、

そ
の
他

町
の
人
権
擁
護
委
員

▽
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）

▽
高
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）

母懇懸灘難一薬薦
饗簿欝驚　難難擁諜　繋後茎鰹一

　穏欝　藩叢難縷謬　　　羨

　　　　　縷欝鶏灘一藩潟翻
　鍛翻　灘鑓検謬　　　　嶽

　　　　繍難騰鐵麟購難欝
　欝欝　饗蓬数叢　　　　嬢

獺獺　聡餓欝縫謬　　・
　　籔欝　蓋叢灘縫議　　　疹

　　　　　麟籔灘欝一藩麹輔
　・蒙繍　蒙騰穣謹　　　　麿

　　　　磁撫繍鱗舗嚇欝

保健婦の地区担当
上野、橘地区……和田保健婦
仙田地区…………高橋保健婦
千手地区…………喜多保健婦
　地区担当保健婦は、家庭訪問を
主としますが、健康相談の窓口と
してもご利用ください。

『
あ
そ
び
の
あ
れ
こ
れ
』
　
　
　
「
あ
そ
び
の
あ
れ
こ
れ
」
は
、
地
域

　
　
　
差
し
上
げ
ま
す
　
　
づ
く
り
社
会
教
育
活
動
実
行
委
員
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
が
、
自
分
の
子
供
の
こ
ろ
の
遊
び
を

鑛
纒
灘
纏
灘
樵
鐵
礁
、

　
　
譲
繊
毒
議
㎜
難
麟
灘
叢
撒
難

羅
鰻
鱗
嚢
・
鍵
F
鍍
．

思
い
起
こ
し
ま
と
め
た
も
の
で
、
公
民

館
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
希
望
の
方
に
は
、
無
料
で
お
分
け
し

ま
す
。
教
育
委
員
会
の
中
村
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
　
（
魯
八
－
二
一
六
七

有
線
五
五
八
六
）

　－3笥

浮オっ
9触‘5●

農し
箋自の
号ザ・o

携σ

鰻
　●。●o◎

　ゲρ，一

　　帰ご‘な●
　　　環阿瀞鷺

十
二
支
が
そ
ろ
い
ま
し
た

“
版
画
の
年
賀
状
”

　
　
下
平
新
田

　
　
　
上
村
　
　
勇
さ
ん

　
昨
年
の
秋
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
、
十

二
支
の
版
画
の
年
賀
状
が
そ
ろ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
上
村
さ
ん
が
出
品

し
た
の
を
目
に
留
め
て
い
た
の
で
、

時
期
は
ず
れ
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
仕

事
中
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
は
足
が
悪
い
た
め
、
車

い
す
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う

の
は
、
十
ご
年
ほ
ど
前
に
交
通
事
故

　
　
　
　
つ
し

で
第
一
腰
椎
を
痛
め
た
た
め
で
あ
る
。

　
「
退
院
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
今
ま

で
は
た
ん
ぼ
一
筋
で
い
ら
れ
た
が
、

新
し
い
生
き
方
を
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
模
索
し
ま
し
た
」

　
病
院
で
は
、
整
形
の
先
生
や
仲
間

た
ち
に
進
め
ら
れ
て
、
し
し
ゅ
う
や

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
作
り
を
し
て
い
た
と

の
こ
と
。

　
「
幸
い
手
先
は
器
用
だ
っ
た
の
で
、

人
に
も
い
ろ
い
ろ
頼
ま
れ
ま
し
た
」

　
こ
ん
な
こ
と
が
自
信
と
な
り
、
今

や
っ
て
い
る
訪
問
着
の
手
描
き
へ
の

「
版
画
の
ほ
か
文
化
し
し
ゅ
う
も
趣
味

で
す
」
ト
ラ
も
上
村
さ
ん
の
作

道
が
開
け
た
と
い
う
。

　
奥
さ
ん
か
ら
十
二
支
の
版
画
を
出

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
毎
年
一
つ
ず
つ
し
か
作
れ
な
い
の

で
、
十
二
年
分
の
結
晶
で
あ
る
。

　
「
初
め
の
こ
ろ
は
ゴ
ム
版
画
で
し

た
が
、
今
で
は
紙
版
画
（
型
紙
を
使

う
）
に
し
ま
し
た
。
十
二
月
に
な
る

と
内
職
を
ほ
っ
ぽ
り
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。
五
、
六
枚
彫
っ
て
、
そ
れ
を

重
ね
て
の
色
刷
り
は
た
い
へ
ん
で
す

が
、
今
年
は
ど
ん
な
年
賀
状
が
く
る

か
と
心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
る
人
も

い
ま
す
の
で
、
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
」

　
上
村
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、
そ
ろ

そ
ろ
「
イ
ノ
シ
シ
」
が
動
き
出
し
て

い
る
の
で
は
f
。
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直思
姜
目

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
福
祉
の
た
め
に
と

※
島
田
賢
次
さ
ん
（
県
教
育
映
画
配
給

　
社
代
表
）
か
ら
映
画
「
典
子
は
、
今
」

　
の
収
益
金
の
一
部
と
し
て
二
万
円

※
木
村
隆
一
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
五
万

　
円
囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
石
沢
澄
代
さ
ん
（
田
中
町
）
か
ら
二

　
万
円

※
数
藤
忠
夫
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
一
二
万

　
円
※
木
島
町
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で

　
一
万
円

、●
中
条
慎
吾
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
、
掛

け
軸
三
幅

●
蔵
品
　
茂
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
、
織

糸
の
束
、
糸
巻
き
わ
く
、
か
ん
ざ
し

・停電の・

わ肇ロうせ

・8月10日（火）／

午前8時から正

午まで、下原・

四十歩．
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青年大会郡予選
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．
．
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．
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．
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．
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．
Q
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．
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．
一
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．
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．
｛
．
．
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．
三
一
．
．
．
ξ
一
一
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．
．
一
｛
．
．
．
一
｛
．
．
．
一
｛
一
．
．
．
｛
…
．
．
．
．
｛
∂
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．
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｛
．
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一
｛
一
．
．
～
三
一
｝
｛
一
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一
一
｛
三
三
三
一
一
一
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三
｝
…
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一
一
～
一
｝
｛
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甲
｛
三
三
｝
一
一
9
一
一
一
〆

　青年大会郡予選会が、

川西町の各地で先月13

日に開かれました。

　その中の一部を写真

で紹介します。

庚
塚
運
動
場
の
野
球

　
川
西
チ
ー
ム
県
大
会
へ
は

　
　
　
　
剣
道
と
卓
球
が
出
場
！

　
郡
予
選
会
で
勝
ち
抜
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
七

月
四
日
に
見
附
市
で
行
わ
れ
た
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

　
　
剣
道
は
体
育
館
で
熱
戦
を
展
開

　　　　　　雛

　　　　鑑

　　　馨

　
　
　
灘

　
　
　
　

　
　
．
欝

の
卓
球

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
一
回
戦
で
は
刈
羽
郡
を
破
っ

た
も
の
の
、
二
回
戦
に
南
魚
沼
郡
に
①
ー
②
で
惜
敗

し
て
い
ま
す
。

　
剣
道
と
卓
球
は
、
八
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に

佐
渡
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

灘

青年大会郡予選会の結果
　　　　（団体戦のみ）

種　　　　目 順位1位 2位 う位

野　　　　　　　球 中里 津　南 川　西

バスケツトボール 中　里 川　西 津　南

バレーボール男子 津　南 川　西 中里
バレーボール女子 津　南 川　西

バ　ド　ミ　ン　ト　ン 川　西 津南
卓　　　　　　球 川　西 津　南

剣　　　　　　　道 川　西 津南

の
会

り寄年お
大

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は

　
　
木
落
B
チ
ー
ム

　
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
先
月
十
七
日
に
川
西
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
特
訓
を
重
ね
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
参
加
者
は
十
八
チ
ー
ム
の
百
二
十
四
人
で
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
第
一
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
の

が
た
い
へ
ん
難
し
く
、
ゲ
ー
ム
が
終
了
す
る
ま
で
挑

戦
し
て
い
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
熱
い
一
日
で
し
た
が
、
長
い
間
鍛
え
た
体
に
は
、

そ
ん
な
こ
と
は
苦
に
な
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ヘ
進
出
し
た
チ
ー
ム
は
、
山

野
根
、
三
箇
B
、
木
落
B
、
野
口
B
で
し
た
。
こ
の

中
か
ら
木
落
B
と
山
野
根
が
決
勝
で
対
戦
し
、
木
落

B
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第

ゲ
ー
ト
「
さ
て
：
く
ぐ
る
か
な
？
」

　　　　　　　嚥　　　　　　w　　　　　備　　　　蝋　　　　蜘　　説
　　譲
　瑳罷灘

　　　　驚

　　　　鰹

　　　　

　　灘
　　輔

綴
馨
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一
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．
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＝
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．
三
．
二
一
ξ
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．
．
．
一
一
三
．
＝
．
一
ξ
一
．
．
申
伽
｛
．
．
．
．
一
一
…
噌
．
．
．
．
一
一
＝
．
騨
．
一
一
．
三
．
．
．
脾
．
三
囎
．
一
．
一
．
一
≡
．
．
．
一
一
｛
一
一
榊
一
り
一
毫
甲
甲
．
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一
｛
．
6
．
．
一
｛
．
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．
一
“
9
＝
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．
一
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．
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｛
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一
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禰
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一
一
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一
ξ
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一
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小
学
生
の
食
事

　
小
学
生
の
時
期
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸

び
る
幼
児
期
に
比
べ
て
発
育
が
ゆ
る

や
か
に
な
り
、
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で

進
み
ま
す
。
幼
児
期
に
は
ぐ
く
ま
れ

た
基
礎
に
よ
っ
て
個
人
差
も
現
れ
て

き
ま
す
。
偏
食
と
か
栄
養
の
か
た
よ

っ
た
食
事
を
し
て
い
る
と
そ
の
差
も

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
発
育
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
き
ら
い
な
食

品
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
調
理
方
法
を

く
ふ
う
し
て
食
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
高
学
年
へ
の
入
り
口
に

羅霧
　
　
朧
盤
．

　
　
・
・
”
”
鰯

難
鯉
舗

螺
さ
し
か
か
っ
て
い
る
児
童

は
、
次
の
時
期
へ
の
大
き

な
成
長
を
遂
げ
る
準
備
期

間
で
も
あ
る
の
で
、
量
、

質
と
も
充
実
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
が
た
い

せ
つ
で
す
。

　
身
長
の
発
達
、
筋
肉
の

発
達
な
ど
い
か
に
鍛
練
を

行
っ
て
も
、
タ
ン
パ
ク
質

が
不
足
し
て
い
て
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
で
、

同
じ
タ
ン
パ
ク
質
で
も
成

人
と
違
っ
て
、
こ
れ
か
ら

伸
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

児
童
に
と
っ
て
は
、
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
の
ほ
う
を

多
く
必
要
と
し
ま
す
。
ま

　〆☆
　
　
多

　
　
磁
パ

広
α

調
理
方
法

を
く
駆
う

　
　
　
／
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し
て
：
・
；

た
、
今
の
児
童
は
す
ぐ
骨
折
し
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
含
ん
だ
牛
乳
、
乳
製
品
、
そ

れ
に
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
る
魚
類
も
毎

日
欠
か
さ
ず
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
必
要
以
上
に
カ
ロ
リ
ー
を
と
る

と
肥
満
に
通
じ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　
緑
の
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
は
自
家
菜
園
で
も
い
ろ
い

ろ
な
野
菜
が
豊
富
に
と
れ
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
食
卓
に
は
野
菜
を
一

さ
ら
は
出
し
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し

ょ
う
。

　
学
校
給
食
で
身
に
つ
け
た
正
し
い

食
事
の
マ
ナ
ー
を
家
庭
で
も
守
り
、

食
卓
を
楽
し
い
い
こ
い
の
場
に
し
ま

し
ょ
う
。
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戸
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ご
め
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祈
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戸
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寺
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庭
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木
も
新
し
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鐘
一
打
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い
て
一
打
堂
涼
し

濃
紫
陽
花
離
る
・
蝶
の
白
さ
か
な

百
姓
の
清
水
に
生
き
る
山
田
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

梧
う
れ
て
童
等
の
日
々
多
忙
な
り

朝
顔
の
大
輪
の
み
を
数
え
居
る

戸
を
繰
り
て
妻
と
二
人
の
心
太
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二
二
羽
は
雛
も
い
る
ら
し
軒
雀

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
夫

亡
き
母
の
袷
短
か
し
衣
更

緑
濃
し
涼
し
き
夏
の
飛
騨
の
里

子
は
単
衣
父
は
袷
の
衣
更
え

保
母
の
髪
短
か
く
つ
め
し
衣
更
え

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

し
き
た
り
を
守
り
今
年
も
軒
菖
蒲

紫
陽
花
の
色
付
き
初
め
し
梅
雨
の
入
り

桃
も
い
で
叔
母
を
訪
ね
し
梅
雨
休
み

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

雨
上
が
り
崩
る
・
牡
丹
わ
び
し
さ
よ

車
窓
よ
り
燃
ゆ
緋
牡
丹
と
見
て
過
ぎ
し

農
薬
の
自
煙
遠
き
青
田
か
な
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心
配
ご
と
相
談

●
7
月
14
日
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
7
月
21
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
7
月
28
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
8
月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
8
月
1
1
日
．
．
．
．
…
・
橘
出
張
所

※
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時

か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

大
青
田
雲
の
戻
り
の
移
り
ゆ
く

青
簾
吊
し
て
古
き
家
住
い

笹
の
葉
に
落
つ
る
清
水
を
受
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
秀
水

田
も
畑
も
植
付
終
え
し
衣
更

農
薬
の
白
煙
流
る
青
田
原

白
牡
丹
気
品
優
雅
に
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
一
代

還
暦
の
記
念
に
植
え
し
牡
丹
咲
く

小
さ
き
庭
気
品
た
だ
よ
う
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

百
株
に
余
る
牡
丹
の
瞭
乱
と

白
牡
丹
ま
わ
り
の
闇
の
暮
れ
切
れ
ず


